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災害は、
わすれたころにやって来る

いろいろな自然の災害について、お話ししてきました。

災害はいつやって来るか、だれにも分かりません。

だからといって、災害がやって来ないともいえません。

なぜなら、災害はかならずやって来るからです。

それは、いつでしょうか。

昔の人が、いいました。

災害がおきたときには、みんなが災害のことをわすれな

いでおこう。

でも、たくさんの年月がたつと、多くの人が災害のこと

をわすれはじめるようになります。

そして、そのときを待っていたかのように、災害がやって

来る、と。

さいがい
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しぜん さいがい はな

さいがい く わ

さいがい こ

さいがい く

むかし ひと
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ま さいがい
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思ったことや気づいたことを書いてみよう
おも き か



思ったことや気づいたことを書いてみよう
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おも き か
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防災テキスト
自分で考え自分の命を守る

平成26年8月 3,000部　発行

お問い合わせ先

講師の派遣や関係資料の入手、排水機場など治水施設への
校外学習など様々なテーマの学習支援を実施しています。
ご質問・ご相談などお気軽にお問い合わせください。

木曽川下流河川事務所
〒511-0002  桑名市大字福島465
電話  0594（24）5711
http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/
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国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所


